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はじめに 
お読み < ださい 


PCP-45 


プリン写ル 


取扱説明書 

応用編 



本書では、プリン写ルの各機能について 
くわしく説明しています。 


•操作を始める前に、別冊の r 入門編」をご覧ください。 
•ご使用の前に r 安全上のごを意」をよ <お読みの上、 
正しくお使いください。 



文字の入力 


住所錄の 
作ぶと管理 


巧名面を 
EP 刷ずる 


文面の 
作巧と EP 刷 


デジタル 
写真の印刷 


了一夕せ 
管理ずる 


その他の設定 


こんなとをは 


資料集 


•本書はお読みになった後も、大切に保管してくださし、。 


CASIO 


ま全上のごま意 

このたびは、本機をお買い求めいたださまして、誠にありびとうございます。 

ご使用の前に、「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

本書はお読みになった後ち大切に保管してください。 

絵表示について 

この取扱説明書および製品での表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々 
への危害や財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味 
は次のようになっています。 


A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負ラ危険び想 
定される内容を示しています。 

/ K ま意 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ危険び想定される内 
容および物的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


絵表示の例 

A 記号は「気をつけるべさこと」を意味しています。（左の例は感電注意） 

游 S 記号は「してはいけないこと」を意味しています。（左の例は分解禁止） 

夕 •記号は「しなければいけないこと」を意味しています。（左の例はプラグをコンセントか 
をら抜く） 


A 警告 


煙、臭い、発熱などの異常について 

0 煙び出ている、へんな臭いびする、発熱しているなどの異常状態のまま使用しないでくだ 
さい。そのまま使用すると、火災•感電の原因となります。すぐに次の処置を行ってくだ 
さい。 

1 . 電源スイッチを切る D 

2. AC アダプターをコンセントから抜く。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓□に連絡する。 


AC アダプターについて 

> AC アダプターは使いかたを誤ると、火災•感電の原因となります。 

™ 次のことは必ずお守りください。 

-必ず付属品を使用する 

-電源は、 AC ] 日日 V (己日/6日 Hz ) のコンセントを使用する 

-1つのコンセントにいくつもの電気製品をつなぐ、いわゆるタコ足配線をしない 


AC アダプターについて 

0 AC アダプターは使いかたを誤ると、傷びついたり破損して、火災•感電の原因となりま 
す。次のことは必ずお守りください。 

•重いわのを秉せたり、加熱しない 
-加工したり、無理に曲げない 
• ねじったり、引っ張ったりしない 

. 電源コード/ AC アダプターのプラグび傷んだらお買い上げの販売店またはカシオテ 
クノ修理相談窓□に連絡する 












A 警告 


AC アダプターについて 

® •濡れた手で AC アダプターやプラグに触れないでください。 

感電の原因となります。 

. AC アダプターは水のかからない状態で使用してください。水びかかると火災や感電の原 
因となります。 

. AC アダプターの上に花瓶など液体の入ったわのを置かないでください。水びかかると乂 
災や感電の原因となります。 


水、異物はさける 

® 水、液体、異物(金属片など)び本機内部に入ると、火災•感電の原因となります。すぐに 
次の処置を行ってください。 

1. 電源スイッチを切る D 

2. プラグをコンセントから抜く。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓□に連絡する。 


分解-改造しない 

® 本機を分解-改造しないでください。感電-やけど-けがをする原因となります。 

内部の点検*調整*修理はお買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓□にご依頼 
ください。 


落とさない、ぶつけない 

0 本機を落としたとさなど、破損したまま使用すると火災•感電の原因となります。すぐに 
次の処置を行ってください。 

1.電源スイッチを切る。 

2.プラグをコンセントから抜く。 

3.お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓□に連絡する。 


袋をかぶ!5ない、飲み込まない 

^本機び入っていた袋をかぶったり、飲み込んだりしないでください。 
y 窒息の原因となります。特にルさなお子様のいるご家庭ではご注意ください。 


乂中に投入しない 

0 本機を火中に投入しないでください。 

破裂による乂災-けびの原因となります。 


インクおよびプリントカートリツジについて 

〇 •インクび目に入ったり皮膚に付着しないようにご注意ください。 

目に入ったり、皮膚に付着した場合は、すぐに水で洗い流してください。 

万一、異状びある場合は、直ちに医師にご相談ください。 

•インクを誤って飲まないようにご注意ください。 

インクの成分には、硝酸塩び含まれております。万一、インクを飲み込んだ場合は、直 
ちに医師にご相談ください。 

-プ U ントカート U ツジは、おテさまの手の届かない所に保管してください。 

-プ U ントカート U ツジは、改造および再利用しないでください。 
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A 注意 


AC アダプターについて 

0 AC アダプターは使いかたを誤ると、火災*感電の原因となることびあります。 

次のことは必ずお守りください。 

.ス I -ーブ等の熱器具に近づけない 

-プラグを抜くとさは、 AC アダプターのコードを 引っ張らない(必ず AC アダプターを 
持って抜 <) 


AC アダプターについて 

O AC アダプターは使いかたを誤ると、火災*感電の原因となることびあります。 

次のことは必ずお守りください。 

-プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む 
-旅行などで長期間使用しないとさはプラグをコンセントから抜く 
-使用後は本体の電源スイッチを切り、プラグをコンセントから抜く 
. プラグは年]回じ(上コンセントから抜いて、プラグの刃と刃の周辺部分にほこりびた 
まらないように、乾いた布や掃除機で掃除する 
. AC アダプター(特にプラグやジャック部分)の清掃には、洗剤を使用しない 


不安定な場所に置かない 

^ぐらついた台の上や高い棚の上など、不安定な場所に置かないでください。 
y 落ちたり、倒れたりして、けがの原因となることびあります。 


置さ場所について 

^本機を次のような場所に置かないでください。火災•感電の原因となることびあります。 
y • 湿気やほこりの多い場所 

-調理台のそばなど油煙び当たるよラな場所 

.暖房器具のおく、ホットカーペットの上、直射日光びあたる場所、炎天下の車中など 
本機び高温になる場所 


重いらのを置かない 


0 本機の上に重いわのを置かないでください。 

バランスびくずれて倒れたり、落下してけびの原因となることびあります。 


表示画面について 

0 * が晶表 7 J \ 画面を強く押したり、強い衝撃を与スないでください。 

液晶表示画面のガラスび割れてけびの原因となることびあります。 

•液晶表示画面び割れた場合、表示画面内部の液体には絶対に触れないでください。皮膚 
の炎症の原因となることびあります。 

.万一、□に入った場合は、すぐにうびいをして医師に相談してください。 

•目に入ったり、皮膚に付着した場合は、清浄な流水で最低1日分 m 上洗浄したあと、医師 
に相談してください。 


大切なデータは控えをとる 

〇 本機や外部メモ U - に記憶させた内容は、ノートに書くなどして本機とは別に必ず控えを残し 
てください。本機の故障、修理や電池消耗などにより、記憶内容び消えることびあります。 


コネクター部への接続 

デジタルカメラ接続用コネクターには、指定じ(外の物を接続しないでください。火災•感 
y 電の原因となることびあります。 
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•権利者び巧在ずる画像などは、個人として利用するほかは、著作権法上、その権利者に無断で使 
用でさません。 

•紙幣、有価証券などの中には、その複写物を所有するだけでも罰せ5れるものもありまず。 


テレビ-ラジオのそばでのご使用について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。 

この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使 
用されると、受信障害を引さ起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


• 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することびあります。 

• 本書の内容については万全を期して作成いたしましたび、万一不審な点や誤りなど、お気付さのことびありま 
したらご連絡ください。 

• 本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。また、個人としてご利用になるほかは、著 
作権法上、当社に無断では使用でさませんのでごを意ください。 

• 万一、本機使用や故障により生じた損害、逸失利益または第兰者からのいかなる請巧についても、当社では一 
切その責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 

• 故障、修理、電池消耗等に起因する文章の消失による、損害および逸失利益等につさまして、当社では一切そ 
の責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 
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こんなとをは、どの説明書を読む？ 


♦ 使い始める前に準備しておくことを知 
0たい 


♦宛名を登録して印刷したい 
♦ はがきの文面を作って、 EP 刷したい 
♦ デジタルカメラで撮った写真を印刷し 


たい 



取扱説明書入門編 


本機の使いかたをイラストでねかり 
やすく説明しています。 

すぐに写真やはがさの印刷をしてみ 
たいといラときに、お読みください。 


• 文字の入力のしかたを知りたい 


• 宛名面の作りかたについて知りたい 


• 文面の作りかたについて、もっと知りたい 


• デジタルカメラで撮った写真を巧刷し 
たい 

•機械の調子がおかしい？ 



取扱説明書応用編 (本書) 


本機の機能をフル活用するための説 
明び載っています。 

機能別に説明しているので、目次や 
索引で使いたい機能がすばやく探せ 
ます。 


♦ どんなイラストやデザインがあるか 


知りたい 



デザインカタ□グ 


本機に内蔵されているはがきのデザ 
インやイラスト-見出しが紹介され 
ています。 

r デヴインカタ □ グを見ながら選び 
ましよう」と書いてあるときは、こ 
のカタ □ グを見ながら選んでくださ 
し、。 
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キーボードと主なキーの働さ . 

操作の進めかた . 

巧刷でさる写真データについて . 

カシオデジタルカメラの Piet 目 rid 呂 e 対応機種 
扱える写真のデータ . 

第2章文字の入力 


文字入力の前に知っておいていたださたいこと . 36 

文字を入れる画面は… . 36 

文字キーの使いかた . 36 

入力する文字の種類の切り替えかた . 37 

ひらがな•カタカナを入れる . 38 

ひ S がなを入れる . 38 

カタカナを入れる . 39 

「ぱ」や「ゃ」などを入れる . 39 

漢字を入れる . 40 

漢字を入れる . 40 

同じ読みのある漢字（同音異義語）を選ぶ . 41 

目的の漢字に変換されないとさ①（単漢字変換） . 43 

目的の漢字に変換されないとさ②（漢字辞書） . 44 

読みか S 呼び出す . 44 

総画数か S 呼び出す . 45 

部首か S 呼び出す . 46 

漢字の一覧表か S 入力したい文字を見つける （J に区点コード） . 47 


目；夕 


安全上のご注意 . 表紙の裏 

こんなときは、どの説明書を読む？ . 4 

やりたいこと目次 . 10 

第1章はじめにお読みください 

使用上のご注意 . 14 

各部の名称 . 15 

持ち運びのとさは . 16 

キーボードを開 < . 16 

電源を入れる . 17 

AC アダプターを接続する . 17 

電源を入れる/切る . 19 

プリントカートリッジのセットと交換のしかた . 20 

プリントカートリッジをセットする . 20 

プリントカートリッジを交換する . 21 

用紙のセットのしかた . 22 

使用でさる用紙 . 22 

用紙をセットする . 23 

印刷するとさの注意事項 . 26 


10 2 3 3 3 
13 3 3 3 3 
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アルファベットを入れる . 48 

アルファベットの大文字を入れる . 48 

アルファベットの小文字を入れる . 48 

記号や入力しにくい夕字（を、ヴなど）を入れる . 49 

キーに印刷されている記号を入れる . 49 

キーに印刷されていない記号や入力しにくい文字（を、ヴなど）を入れる . 50 

夕字を間違えたとさは . 51 

間違えた夕字を直す . 曰1 

間違えた文字を消す . 51 

文字の抜けているところに文字を追加する . 52 

自分で夕字を作る（外字） . 53 

はじめか S 自分で作る（新規作成） . 53 

本機にある文字を利用して作る（参照作成） . 己曰 

自分で作った文字をイ巧づ . 曰曰 

自分で作った文字を修正する . 曰6 

自分で作った文字を削除する . 56 

夕字を修飾する . 57 

文字の書体を変える（フォント） . 已7 

文字の色を変える（文字色） . 已8 

文字のおを変える（文字体） . 已9 

夕字を大さくして確認する（拡大表示） . 60 

第3章住所録の作成と管理(宛名印刷前の準備） 

宛名を登録する . 62 

宛名の登録内容を確認する . 66 

已日音順に確認する . 66 

特定の条件に合った人だけ確認する（検索） . 67 

宛名を修正する . 69 

宛名を複写する . 70 

宛名を削除する . 71 

宛名を分類するためのマークを付ける . 72 

マークを変更する . 72 

1件ずつ変更する . 72 

マーク別にまとめて変更する . 73 

宛名登録のファイル名を変更する . 74 

登録している宛名の件数を確認する . 75 

宛名面に EP 刷する夕字の書体（フォント）を変更する . 76 

差出人を登録する . 77 

入カフォーマットと印刷例 . 77 

差出人の入カフォーマットを切り換える . 80 

差出人の登録内容を確認する . 81 

差出人を複写する . 82 

差出人を修正する . 83 

差出人を削除する . 84 

郵便番号辞書について . 85 
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第 4 章宛名面を印刷ずる _ 

印刷 での流れ . 88 

差出人の郵便番号の印刷位置をミ夫める . 89 

印刷前に画面で印刷結果を確認する(印刷確認） . 90 

宛名の印刷確認に差出人ち一緒に表示するには . 90 

すべての宛名を印刷する . 91 

1人ずつ指定して印刷する . 93 

マークを指定して E 口刷する . 95 

差出人だけを EP 刷する . 96 

縦書さ印刷のとさ、漢数字と算用数字を切り替える . 97 

郵便番号の EP 刷位置を調整する . 98 

宛名の郵便番号位置の調整 . 98 

差出人の郵便番号位置の調整 . 99 

住所の印刷位置を調整する . 100 

宛名の一覧を印刷する（住所録印刷） . 101 

印刷設定画面の設定項目（住所録印刷） . 102 

第5章文面の作成と印刷 _ 

文面の作成方法について . 104 

あらかじめ登録されているデザインから夕面を作る(カンタン作成） . 10己 

作業の流れ(カンタン作成） . 1日曰 

イラスト入りのデザイン番号を選ぶ . 106 

写真入りのデザイン番号日16〜日2日を選ぶ . 107 

差出人入りのデザイン番号を選ぶ . 108 

差出人を変更する . 109 

文字設定画面の設定項目 . 109 

和暦と西暦を切り換える . 110 

年月の設定 . 110 

新規作成のとさに年月を編集する . 110 

機能メニューから年月を編集する . 111 

年月の編集画面の設定項目 . 111 

写真を取り込む . 112 

文面を印刷する（カンタン作成） . 113 

印刷設定画面の設定項目 . 113 

オリジナルの文面を作る（組み合わせ作成） . 114 

作業の流れ（組み合わせ作成） . 114 

組み合わせ作成のフォーマットの種類 . 11曰 

縦置さのフォーマットの例 . 11已 

横置さのフォーマットの例 . 115 

フトマットを選ぶ . 116 

イラストを選ぶ . 117 

見出しを選ぶ . 118 

イラスト見出しを選ぶ . 118 

テキスト見出しを選ぶ . 119 

テキスト見出しの設定項目 . 119 

文章を入れる . 121 

テキストの設定項目 . 121 

写真入りのはがさを作成する（組み合わせ作成） . 123 

差出人を選ぶ（組み合わせ作成） . 124 

文字設定画面の設定項目 . 124 

選んだ内容を変更する . 125 

選んだ内容を削除する . 125 

見出しを削除する . 12已 
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テキストを削除する . 12已 

イラストを削除する . 12已 

差出人を削除する . 12已 

文面を印刷する（組み合わせ作成） . 126 

印刷設定画面の設定項目 . 126 

夕面の登録と呼び出し . 127 

文面を登録する . 127 

登録した文面を呼び出す . 128 

登録した文面を削除する . 129 

ファイル名を変更する . 129 

差出人について . 130 

差出人の登録 . 130 

差出人情報を QR コードとして印刷する . 131 

第6章デジタル写真の印刷 

デジタルカメラで撮影した写真を印刷する . 134 

印刷の操作 . 13曰 

印刷設定項目 . 136 

PictBridge に関する注意事項 . 136 

第7章データを管理する _ 

データのバックアップを作成する . 138 

バックアップデータを保存する . 138 

バックアップデータを呼び出す . 139 

バックアップデータを削除する . 139 

よく使う語句を辞書に登録する(ユーザー辞書:語句） . 140 

語句を登録する . 140 

登録した語句を修正する . 141 

郵便番号と住所を辞書に登録する(ユーザー辞書:郵便番号) . 143 

郵便番号を辞書に登録する . 143 

第8章その他の設定 

夕字の入力方法（入カモード）を切り替える . 146 

画面の明るさを調節する . 147 

ブザー音を鳴らさないよ5にする . 148 

プリンターのメンテナンスをする . 149 

プリンターを調整する . 149 

プリントカートリッジをク U —ニングする . 149 

テスト印刷する . 1曰0 

第9章こんなときは 

こんな画面が出てさたら . 152 

「故障かな？」と思ったときは . 153 
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第 1 章 

はじめに 
お読み<だをい 


巧用上のごミ主意 

本機を末永くご愛用いただくために、じ(下の点にご注意ください。 


ま用温度節囲は5で〜40で(使用最適温度節囲： 
1曰で〜3曰で)です。気温の低い場所か5暖かい 
室内に持ち込むと動作部に露がつさ正常に動作 
しないことがあります。このとさは1時間じ Lb 放 
置してか5お使いください。 



EP 刷中、登録•削除などの編舅 
調整中などに電源を切 5 なし^ 

!作業中、プリンタ 

1 でください。 

r 

テレビなどとは別の電源コンセントを使用し、 
テレビなどか 5 遠ざけて使用してください。 

ぶ/'分細 

電源を入れたまま長時間放ち 
し、。表示輝度の劣化を生じる; 

Q が 1 

匿しないで<ださ 
ことびあります。 

分解しないで < ださい。 

il % 

本機の上にものをのせないて 
としたり強いショックを与ミ 
故障の原因になりま 

? ください。また落 

L ないで < ださい。 

電源を切つたあと、表示画面が完全に消えるま 
で AC アダプターをコンセントか 5 巧かないで 
くださぃ。 棘 1 


長時間お使いになるときは、健康のため1時間 
ごとに10〜1曰分の休憩をとり、目および手を 
休めてください。 



• EP 刷中は絶巧に用紙挿入□のゴム□ーラー部および用紙排出□の□ーラー部に指を近づけないで 
ください。 

指が□ーラーに巻さ込まれ、けがをするおそれびあります。 

♦本機を使用中、少し熱くなることがありますが、故障ではありません。 



使用上のご注意 















































各部のち赖 



用紙挿入口 
ゴム ローラー 音 B 


























持ち運びのとをは 


本機を持ち運ぶときは、図のようにキヤリング八ンドルを引 
さ上げてお使いください。 

「稼動範囲じ(上に動かそラとする」などの無理な力 
を加えないようにしてください。無理な力を加える 
と、故障や破損の原因となります。 



[+-7 K - ドを開< 


文字を入力するとさなどは、本体上部を押さえなびら、キー 
ボードを開いて < ださい。 


「稼動範囲上に動かそうとする」などの無理な力 
を加えないよラにして < ださい。無理な力を加える 
と、故障や破損の原因となります。 



•キーボードを閉じるとまは 

キーボードを「カチッ」と音びするまで押し上げてください。 
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を入れる 

ご購入後、はじめて電源を入れるときは、 U セット（初期化）、プ IJ ンターの調整、文字を入力する方法の 
設定などび必要です。別冊の取扱説明書入門編の「準備をしましょう」を参照して、必ず行ってくださ 
し、 


AC アダプターを接続ずる 


. AC アダプターは必ず AC 1日日Vのコンセント（通常の家庭用コンセント）に差し込んでください。 
. 付属の AC アダプター iU 外は使用しないでください。 


A 警告 


〇 


AC アダプターについて 

AC アダプターは使いかたを誤ると、乂災-感電の原因となります。 

次のことは必ずお守りください。 

-必ず付属品を使用する 

-電源は、 AC 1 日日 V (己日/6日 Hz ) のコンセントを使用する 

.] つのコンセントにいくつちの電気製品をつなぐ、いわゆるタコ足配線をしない 


0 


AC アダプターについて 

AC アダプターは使いかたを誤ると、傷びついたり破損して、乂災•感電の原因となります。次のことは必ずお 
守りください。 

-重いをのをのせたり、加熱しない 
-加工したり、無理に曲げない 
• ねじったり、引っ張ったりしない 

-電源コード/ AC アダプターのプラグび傷んだらお買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口に連 
絡する 


AC アダプターについて 

® 濡れた手で AC アダプターやプラグに触れないでください。 
感電の原因となります。 



電源を入れる 
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A 注意 


AC アダプターについて 

AC アダプターは使いかたを誤ると、乂災-感電の原因となることびあります。 

次のことは必ずお守りください。 

.ストーブ等の熱器具に近づけない 

-プラグを抜くときは、 AC アダプターのコードを引っ張らない(必ず AC アダプターを持って抜く） 


0 


〇 


AC アダプターについて 

AC アダプターは使いかたを誤ると、乂災-感電の原因となることびあります。 

次のことは必ずお守りください。 

-プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む 
-旅行などで長期間使用しないとさはプラグをコンセントから抜く 
-使用後は本体の電源スイッチを切り、プラグをコンセントから抜く 

. プラグは年]回じ(上コンセントから抜いて、プラグの刃と刃の周辺部分にほこりびたまらないように、乾 
いた巧や掃除機で掃除する 

. AC アダプター(特にプラグやジャック部分)の清掃には、洗剤を使用しない 


1 付属の AC アダプターのコネクターを、本体の AC アダプター用端子に差し込みます。 


AC アダプターのプラグを、ご家庭用のコンセントに差し込みます。 




電源を入れる 
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電源を入れる/切る 


参電源を入れるとをは 

電源び切れている状態で(電源)を巧してください。 



〔1〕〔2 IL 3 H 4 II 己 II 6 


わ(到「ら。| I ゃ宰 I 信 TeJ |T ま FAi^ [ 
のの岡网岡 I 

〔ん Q] I る wl I よ f I 〔む R] I ' 分 T I I 


-「電源を入れる操作」や「電源を切る操 
作」は、完了するまでに1日〜2日秒かかる 
ことびあります。完了するまで、そのまま 
しばらくお待ちください。 

-本機をご使用になるときは、プ U ントカー 
卜 IJ ッジびセットされていることを確認し 
てください。例えば、「住所録の作成」だ 
けを行いたいとさも、プ I 」ントカート I 」ツジ 
をセットした状態で行ってください。 


•電源を切るとをは 

1(電源) を巧して、電源を切ります。 


2 表示画面が完全に消えたことを確認しま 
す。 


Q AC アダプターのプラグを、ご家庭用のコン 
W セントか5抜きます。 

A AC アダプターのコネクターを、本体の AC 
アダプター用端子か5抜さます。 

-必ず表示画面び完全に消えてから AC アダ 
プターを家庭用のコンセントから抜いてく 
ださい。表示画面び消える前に AC アダプ 
ターを抜くと登録したデータび消えること 
びあります。 

. 電源を切るときは、必ず、プ U ントカート 
U ツジカノ（一びさちんと閉まっていること 
を確認してください。プ U ントカート U ツジ 
カノ（一び正しく閉められていないと、イン 
クび乾燥してプ IJ ントカー HJ ツジび使用で 
きなくなったり、プ U ンターの故障の原因 
になることびあります。 












プリントカートリツジのセツトと交巧のしかた 

EP 刷するときには、プリントカートリツジを使います。 

必ず指定のプ U ントカー HJ ツジをお使いください。（►>181ぺージ） 


fU ントカート U ツジをセツトずる 


1 AC アダプターを接続して、電源を入れます 
(►>17ぺ-ジ)。 

2 プリントカートリツジについているピンク 
^のタブを引いて、透明のプラスチックテー 



. 必ず透明のプラスチックテープだけをはび 
してください。金色の金属フィルムは絶対 
にはびさないで<ださい。プ U ントカート 
U ッジび使用でさなくなります。 

. 一度はびした透明のプラスチックテープ 
は、絶対に貼り直さないでください。ノズ 
ル内のインクび混ざり合い、使用できなく 
なることびあります。 

3 プリントカートリツジ収納部カバーを開き 
ます。 

プ IJ ンターび動をます。 


「稼動範囲!;>(上に動かそうとする」などの無理 
な力を加えないようにしてください。無理な力 
を加えると、故障や破損の原因となります。 

4プリントカートリッジを r カチッ」と音がす 
るまで、しっかりと巧し込みます。 

ラベル面を上に 



セツトした状態 


•正しくセットしないとプ U ントカート IJ ッジの 
故障の原因とな0ます。 

*5 プリントカートリッジ収納部カバーを閉め 
3ます。 

E 重或 自動的に「プ U ンターの調劃を行います。 
プ U ンター調整用の用紙をセットして画面の 
指示にしたびって操作してください。 
「用紙のセットのしかた」 ►► 22ぺージ 
「プ U ンターの調整」 ►> ] 49ぺージ 



EP 刷でまる枚数（目安） 

本機に付属のプ IJ ントカート IJ ツジで印刷でさる枚数は下記のとおりです。 
はび き 印刷：約2 日日 枚 写真印刷：約] 日日 枚 

※印刷する内容によって、印刷でさる枚数は異なります。 

《印刷条件の詳細(►►181ページ）。 



プリントカ—トリッジのセットと交換のしかた 
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u ントカート u ッジを交換ずる 


AC アダプターを接続して、電源を入れます 
(►>17ぺージ）。 


プリントカートリツジ収納部カバーを開き 
ます。 



プリントカートリツジを下に巧しなが5手 
前に引きます。 




新しいプリントカートリツジをセツトしま 
す。 


プリントカートリッジ使用上のごま意 

•インクび目に入ったり皮膚に付着しないよラにご注意ください。目に入ったり、皮膚に付着した場合 
は、すぐに水で洗い流してください。万一、異状びある場合は、直ちに医師にご相談ください。 
•インクを誤って飲まないようにご注意ください。インクの成分には、硝酸塩び含まれております。 

万一、インクを飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談ください。 

-プ IJ ントカートリッジは、おテさまの手の届かない所に保管してください。 

•プ IJ ントカートリッジは、改造および再利用しないでください。なお、プ IJ ントカート U ッジの改造や 
インクの詰め替えなどによって生じたプリンターおよびプ IJ ントカートリッジのトラブルについては、 
当社では一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 

•振動や衝撃を与えないでください。また、金属部分には手を触れないでください。 

•プリンターに装着するまでは包装を開封せずに、直射日光を避け、常温で保管してください。 

プリントカートリッジに巧刷されている数字の見方 

-プリントカート IJ ッジに印刷されている数字は、使用期限です(ちの 
イ ラストの「2 日日 9/] 2/] 8」は「2 日日 9年] 2月] 8曰」を表して し^ま 
す）。使用期限までに使い切ってください。 

なお、良質な印刷品質を得るために、使用開始後目ヶ月 • lU 内に使い 
切ることをお勧めします。 



0016233003016548 



プリントカ—トリッジのセットと交換のしかた 
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用紙のセツトのしかた 

EP 刷する前に用紙をセツトします。 


巧用でをる用紙 


用紙 

サイズ 

厚さ 

用紙の種類 

はがさ 

(縦） 1 48mm X (横） 1 日日 mm 

官製はびをと同等の厚 
さで、日. 1 8mm 〜 0.2 
目 mm の範囲のちの 

•普通官製はがさ 
•インクジエツ h 用はがさ 
•フオト光ミ尺はがさ 

A6 

(縦） 1 48mm X (横） 1 日已 mm 

官製はびさと同等の厚 
さで、日. 1 8mm 〜〇 .2 
目 mm の範囲のちの 

•インクジエツト用紙 
•フオト光ミ尺紙 
•普通紙 

L 判 

(縦） 1 27mm X (横) 89mm 

官製はびさと同等の厚 
さで、日. 1 8mm 〜〇 .2 
目 mm の範囲のわの 

•インクジエツト用紙 
•フオト光ミ尺紙 
•普通紙 


-使用できる用綱ま、用紙のサイズ、厚さおよび種類び上記の表の条件に合っているものだけです。 
.コピー用紙などの薄い紙や、形状び不定形な用紙などは、故障の原因となりますので、絶対に使用しな 
いで < ださい。 

. 写真店などで注文することびでさる「写真付さポストカード」（官製はがさに写真び貼り付けられてい 
るもの）の宛名面に印刷をする場合は、同捆の「写真付きポストカード専用セットシート」にセットして、 
必ず1枚ずつ印刷してください。詳細は、別紙の「写真付きポストカードに印刷する場合のごを意」を 
ご覧ください。 

-印刷できる写真付きポストカードは、厚さび「0. ] 8mm 〜0.38 mm」 のものです。 

※八ガキに比べて、極端に厚い用紙や硬い用綱ま、うまく EP 刷できないことびあります。 



用紙のセットのしかた 
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用紙をセツトずる 


-用綱ま、必ず、印刷停止中にセットしてください。印刷中に用紙の出し入れは行わないでください。故 
障の原因になります。 

-用紙どうしび静電気ではりついているときは、間に空気を入れるなどしてからセットしてください。 

-印刷中に用紙を追加することはでさません。 

. 「インクジェット写真用年賀葉書」は、]枚ずつセットしてください。 

-フォト光沢はびさは、印刷時に、用紙どうしび貼り付きやすい場合、1枚ずつセットしてください。 

-印刷途中に絶対に用紙を弓 I さ抜かないでください。 

-用紙に反り ’ ffl びりびあると用紙びつまる原因となります。用紙の反り•曲びりを直してから本体にセッ 
卜して < ださい。 

•用紙をセットする劇ま、印刷面を表側にして、必ず用紙の左端を挿入□の左端に沿わせてセットしてく 
ださい。セット後は、必ず「用紙ガイド」を用紙に当たる位置まで動かしてください。 


1 給紙トレイを開さます。 



給紙トレイ 


用紙ガイドを拡げます。 



EP 刷面を表側にして、用紙の左端を挿入 □ 
の左端に沿わせ、軽く止まるまで差し込み 
ます。 

.一度にセットできる枚数は、2日枚までです(印 
刷枚数は99枚まで設定巧能です)。 

印刷する面 


(黄をの部品のつまみ部 
分を持ってスライド） 



このとき、用紙の端びツメの下に入るように 
セットしてください。 

正しくセットしないと、用紙び曲びって挿入さ 
れ、正しく印刷でさないことびあります。 



用紙のセットのしかた 
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4 用紙ガイドが用紙に当たる位置までつまみ 
をスライドさせます。 



•正しくセットしないと印刷の際に、用紙び斜め 
に給紙されたり故障の原因となります。 


^ 排紙トレイを引き出します。 




用紙のセットのしかた 
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•用紙をセツトずる向をについて 

EP 刷の種類や用紙の種類によって、用紙をセットする方向や表裏を確認して、正しくセットしてください。 


用紙の種類 

印刷の種類 

セット方向 

はがさ 

宛名印刷 

印刷する面を表側に向けて、宛 ^ 

名の郵便番号の位置び下側にな / 

るようにセットする。 / 1 

巧 m する風 






文面印刷 

印刷する面を 
表側に向け 
て、宛名の郵 
便番号の位置 
び下側になる 
よ5にセット 
する。 


A 6 

デジタル写真 

印刷する面を表側に向けてセツトする。 

L 判 

デジタル写真 

印刷する面を表側に向けてセツトする。 


※光沢紙に写真を印刷する場合は光沢面を表側に向けてセツトしてください。 



用紙のセットのしかた 
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即制ずるとをの ま意事頃 

酬前 

参本体は平5な場所に置いてください。 

♦用紙挿入□、本体内部に用紙が残っていないことを確認してから、用紙をセットしてください。 
♦用紙を用紙挿入□の奥まできちんと当たるようにセットしてください。 

♦用紙どうしが静電気の影響などではりついていると、用紙がきちんと送れないことがあります。用紙 
と用紙の間に空気を入れてか5セットするか、1枚ずつ EP 刷してください。 

•用紙に反り、巧がりがあると用紙びつまる原因となります。用紙の反り、巧びりを直してか5セット 
して < ださい。 

•用紙をセットする際は、 EP 刷面を表側にして、必ず用紙の左端を挿入□の左端に沿わせてセットして 
ください。セット後は、必ず用紙ガイドを用紙に当たる位置まで動かしてください。 

• EP 刷に適している用紙については、 r 使用できる用紙」 （22 ページ)の説明をご覧ください。 

♦次のようなはがきや用紙を使わないでください。 

-封筒 

-往復はがき 

• 表面が凸凹やザラザラのちの 
-巧れ巧がったり、反りの激しいもの 
-一般の官製はがきにく 5ベて、極端に厚い紙や薄い紙、腰の強い用紙 
-樹脂シートなどのインクを吸収しないもの 
-不定おに切断したコピー用紙•カレンダーなど指定じ I 外の用紙 

•用紙挿入口に一度にセットできる用紙は、官製はがさの厚さの場合で「20枚まで」です(印刷枚数は 
「99枚」まで設定可能です）。 

参プリントカートリッジが巧崔実にセットされていることを ii 崔認してく 
ださい。 

•用紙排出□にものびないことを確認してください。 

♦排紙トレイを引き出しておいてください。 

•プリントカートリッジがセットされていないと印刷の動作は実行さ 
れません。 

•フォト光沢はびきなどに両面印刷をする場合は、 r 宛名」一 r 写真 EP 刷」の順番で EP 刷操作をしてくださし、。 

•フォト光沢はびきなどに両面印刷をすると、写真印刷面にスジ状のキズが付着する場合があります。 

• r インクジエット写真用年賀葉書」は、1枚ずつセットしてください。複数枚セットすると正常に印刷でき 
ない場合があります。 

※光沢でない「インクジエット紙年賀郵便はがき」では、20枚までセットできます。 

•フォト光沢はがきは、印刷時に、用紙どうしが貼り付きやすい場合、1枚ずつセットしてください。 

♦写真店などで注文することができる r 写真付きポストカード」（官製はがきに写真が貼り付け!5れている 
もの)の宛名励こ巧刷をする場 S ホ、同個の r 写真付きポストカード専用セットシーりにセットして、必 
ず1枚ずつ巧刷してください。詳細は、別紙の r 写真付きポストカードに巧刷する場合のご注意」をご覧く 
ださい。 





巧刷するとさの注意事項 
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酬中 

参本体を傾けたり、振動を与えたりしないでください。 

EP 刷不良の原因となります。 

参 EP 刷中に用紙をひっぱったり、巧し込んだりしないでくださし、。 
EP 刷不良や故障の原因となります。 


参用紙排出□をふさがないで<ださい。 

用紙がつまったり、故障の原因となります。 

参 EP 刷中は必ずキーボードを開き、排紙トレイを出した状態でお使 
い < ださい。 

参 EP 刷中には用紙を追加することはできません。 

EP 刷中に用紙を追加すると、用紙びつまったり、故障の原因にな 
ります。 

用紙を追加するときは、 EP 刷中のすべての用紙の印刷が終わって 
「用紙切れ」というメッセージが表示されたのを確認してか5 
行ってください。 

♦21 枚 liLb 馆製はがきの厚さの場合) EP 刷するときは、 EP 刷中のすべての用紙の巧刷が終わって「用 
紙切れ」というメッセージび表示されたのを確認したあと、用紙をセットして印刷を行ってください。 

参 EP 刷中は絶対に用紙挿入□及び用紙排出□の□ーラー部に指を近づけないでください。 

指び□ーラー部に巻き込まれ、けがをするおそれがあります。 

参 EP 刷途中に絶対に用紙を引さ抜かないでください。 

♦本機のプリンターはインクジエット方式です。 EP 刷を行っていると、プリントカートリッジ収納部周辺 
や製品本体にインクが付着する場合があります。インクび付着したときは、水を浸してかたく絞った 
ガーゼなどで拭さ取ってください。 

mm 

♦ EP 刷したものをひっかいたり、こすり合わせたりしないでください。 

キズや巧れの原因となります。 


参 EP 刷したものを重ねて放置したり、水にめ5したり、ほかの紙にこ 
すったりしないでください。 EP 刷が写ってしまうことがあります。 





印刷するとさの注意事項 


•長時間使用しないときは、キーボード及び排紙トレイは閉めて保管してください。 
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画面の見かた 

本機の画面にはいろいろな情報が表示されます。 

参メニュー画面 



令；^ニュー 


酒/竭壹 

文面デジタル写真 


参文き入力画面 


。テキ补離: f :、芝置準军(則 T 14机)- 

路さ韻 

套元羣でずか。回、_ 

来 g 久しぶりに若じかまさせ回 


、と思いまず 。 Id 


参設定画面 



-⑨ 


① 

機能やメニューをイラストで示しています。17^1 vll < II > 1を押し、イラストに太い枠を表示さ 
せることで、必要な機能を選ぶことびでをます。 

※文面の組み合わせ作成で使用するイラストち同じ操作で選びます。 

② 

現在選ばれている項目であることを示しています。 fXlMl < II > 1を押し、反転表示させること 
で、必要な項目を選ぶことびでさます。 

③ 

[ M ] キーを押されたとさに、 n び点灯します。 

④ 

現在選ばれている機能を示しています。 

⑥ 

入力でさる文字の種類を示しています。 

• び点灯している位置の種類び現在入力でさる文字の種類です。 

⑥ 

印刷時の書体（フオント）の種類を示しています。 

• び点灯している位置のフオントび印刷時のフオントです。 

⑦ 

現在の文字の入カモードを示しています。 

•び点灯している：かな入力 
• び点灯していない：□ーマ字入力 

⑨ 

画面のスク□ールびできることを示しています。 

□ :現在表示している画面よりも上に、表示できる画面びある。 

D ;現在表示している画面よりも下に、表示できる画面びある。 

⑨ 

文字の入力状態や入力位置(カーソル位置)を示しています。 

「■」点滅：現在の文字の入力位置になります。 

「 • 」：文字入力びでさますび、現在は文字び入力されていない状態です。 

⑩ 

各入力項目を示しています。 

現在の項目を黒で表示、その他の項目をグレーで表示します。 

⑩ 

画面上の(目/ 10) は入力項目び1日の画面に分割されているときに、現在目つ目の入力項目である 
ことを示しています。例：に/1日)一图、 （10/1 日)一国 


-⑩ 


⑨ 


かな入力 lf 7 一 


明朝 

丸ゴシック I 

ゴシック 

毛筆流麗 

英ル文き 

英大文字 

カタカナ 

ひらびな 

デジタル写真 

替委面 

替堯名 


⑥ 


⑥ 


④ 

-③ 



画面の見かた 
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♦ 力ーソルのはた s をと動かしかた 

•文面や宛名面に文字を入れているとさに、 ■ 
が表示されます。これは位置を示した EP で、 
カーソルと呼びます。カーソルが合っている 
位置で文字キーを押すと文字が入り、回司を 
押すと文字が消えます。 


主キ补橫書:文字標準 ( ll 巧12析)- 


カーソル 


•力ーソルは区)囚 m 口を押して動かしま 
す。 


0 

上に カーソルび 移動する 

回 

下に カーソルび 移動する 

区！ 

左に カーソルび 移動する 

の 

ちに カーソルび 移動す る 


•画面にかくれている文字を見るためには、 
囚回〔 T ) (3] を押してかくれている部分に 
カーソルを動かします。これをスク□ールと 
いいます。 



画面の見かた 
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キーボードと主なキーの働を 


キーボードには、たくさんのボタンがついています。ボタンのことを、この取扱説明書では r キー」と 
呼んでいます。 

ここではをなキーの使いかたについて説明しています。 


③ 


⑩- 


⑩- 


③④ ⑤⑥⑦ 


⑨ 


圏圏圏插回國 dD 圆齒 

：r 1 ir 2 ir 3 ir 4 ir 5 ir 6 ir 7 ir 8 ir 9 ir 0 ir - I 

; 「ゎ (効 |5 bI I ゃ ¥] 信 tel | [T ま fax ] た n I たク 11 さッ 11 な:] を ぁ] 

お！ I |U ?| I ゅ弯 I I み / 1 I ひ @1 I じ &l I ち ※ I I し （I I ぎ ） I I い - 1 

j | ん qI I る wI I ょ e I I ゎ rI1 み t I I め yI I つ uI I す I I I く ol I ラ引 ;; I 長音 I I 空白 I 

! [■、 I I れ aI I f s I I め d1 I へ fI I ね gI I て hI I だ jI I け kI I ぇ。が'廷 1 1 1 改行 I ; 

; I 国 。 I I ろ zl I ■>< I I ち C I |l ま vl I の B I I と nI I そ mM こ ； ]I お巧 [ 実行 ( 進お ）] 



⑩ ⑩ 



キ—ボ I ドと主なキ—の働さ 
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① 

^源）：電源を入れたり切ったりするとさに押します。 

② 

モードキー (1 羣 Ifk ) :それぞれの「機能」を使うときに押します。また、操作の途中で困ったと 

さに押すとやり直すことびでさます。 

③ 

gi 司：入力した文字を大さくお大して確認したいときに押します。 

④ 

ll : 苗：キーに印刷されていない記号を入れるとさや、自分で文字を作ったり、作った文字を入れた 
りするとさに押します。 

⑥ 

[^: ] 文字ずつ漢字を変換するとさに押します。 

⑥ 

fgfgf) :ひらびなやカタカナの入力に切り換えるときに押します。 

⑦ 

[If] :アルフアベットの大文字や小文字の入力に切り換えるときに押します。 

⑨ 

:いろいろな設定をするときに押します。 

⑨ 

Q :印刷するとさや印刷の仕上びり状態を確認するとさに押します。 

⑩ 

Wivll < II > 1文字び入る位置を示した■を動かすときに巧します。また、項目などを選択すると 

さにち押します。 

⑩ 

mn :操作を取り消したり、中止するときに押します。 

⑩ 

:文字を間違えたときに押します。 

⑩ 

1長音 II 空白 II 舰 5 1:文き入力のとき、「一」、空白を入れたり、改行するときに押します。 

⑩ 

dg ) :キーの上にピンクの文字で書かれている機能や文字を入力するとさに巧します。 

⑩ 

1黃が進が1:操作を進めていくときに巧します。 

⑩ 

文字キー：文字を入れるとさに押します。 

⑩ 

数字キー：数字を入れるとさに押します。 


-■夺一のあらわしかたについて- 

(例 I を A 〕 を押したあとに続けて I 実か進が ] を押すとき…->1れ A ] 〔実か進が〕と押します。 ) 

参キーの上にピンク色で書かれている機能を使うには… 

[ MJ を押したあとに続けてピンク色で書かれている下のキーを押します。 

( mi 「外き」の機能を使うとき…斗臨!]回と押します。 ) 

•操作手順の中で、「囚囚回回を押して…」と書かれているときは、の囚回回のし巧 
れかを押してください。4つのキーすべてを押す必要はありません。 



キ—ボードと主なキ—の働を 


一— 
3 
















































操作の進めかた 

本機の操作を始めるには、まず (電源) を押します。 （電源) を押すと、トップメニュー画面が表示されます。 
ここから、操作が始まります。 

トップメニュー画面 


な/こュ 

rp ^ 


巧を 


酒^曲 i 

文旧デジタル写真 


操作キーを押すと各メニュー画面び表示されます。 


はがき 

宛名 


-はがき宛名- 


.打^ 

— 

巧名 


差出人 


はがき 

文面 


-はがきで曲 


i 


わを 


m 


のの怕をけ作成差お人作ぶ物巧出 


デジタル 

写真 


巧 

妾 

向 

* 


11111 khw ? 



メニュー画面では、機能の内容やできるこ 
とがイラストで表されています。これをア 
イコンと呼びます。あなたがしたいことを 
選んでください。 


したいことのアイコンを選んだ5、 

「 実行(進む) 1 を押しまず。 

これで、あなたび選んだメニューにしたびつ 
て、操作び進みます。 


どうやって選ぶの？ 

アイコンび太い枠で囲まれているのびわかりま 
すか？ 

R 1 131 のいずれかを巧すと、太い枠び動さま 
す。あなたび選びたいアイコンに太い枠を合わ 
せて < ださい。 


\〉ター: 

rp ^ 


で 


巧ち 


■■ I 

か ^] 

文面デジタル写真 



操作を進めていくと、次々と選択画面が表 
示されます。 

選択を間違えてしまったり、前の画面に戻りた 
いとさは、 ( MJ を押します。 

選択画面について 

0回回回を押して、あなたびしたい項 
目を反転表示させて選んでください。 

画面によっては項目び太い枠で囲まれていま 
す。その場合はあなたびしたい項目に太い枠を 
合わせて選んで < ださい。 




操作の進めかた 


32 





















































































































































EP 刷でをる写真データについて 

本機では円 ctBridge (ピクトブリッジ)規格対応のデジタルカメラで撮影した写真を、本機に取り込ん 
で EP 刷することができます。また、円 CtBridge 機能を使うと、デジタルカメラの画面で写真を確認し 
ながら EP 刷操作をすることがでさます。 

《 PictBridge は、カメラ映像機器工業会 ( CIPA ) 制定の規格です。 



カシオデジタルカゾラの PictBridge 細お機種 


EX - P 已〇己， EX - P 600, EX - P 700, EX - F 1， EX - S 10, EX - S 100, EX - S 己00, EX - S 600, EX - 
S 770, EX - S 880, EX - Z 1 1， EX - Z 30, EX - Z 40, EX - Z 已0, EX - Z 已已， EX - Z 已7, EX - Z 60, EX - 
Z 70, EX - Z 7 已， EX - Z 77, EX - Z 8 日， EX - Z 100, EX - Z 1 10, EX - Z 20 日， EX - Z 己日日， EX - Z 600, 
EX - Z 70 日， EX - Z 7 曰0, EX - Z 8 已0, EX - Z 1000, EX - Z 1050, EX-Z 1080, EX-Z 1200, EX - 
V 7, EX - V 8, QV - R 61 

(2008 年 3 ち現在） 


巧える写真の データ 


本機で EP 刷でさる画像はデジタルカメラなどで撮影した画像でじ(下の条件を満たすものです。ご使用 
になる機能によって EP 刷でさる写真のサイズが異なりますのでご注意ください。 

•DCF Exi に1 ( JPEG 準拠） 

※ドが巳 ridge 対応デジタルカメラで撮影した画像(文面の写真はファイルサイズび 3 M 目 yteiU 下のもの) 
文面で印刷できる写真の容量は 3 M byteiU 下です。 3 M byte を超える写真は、デジタルカメラ側 
で U サイズ(大きさを変える）などを行うことにより、容量を 3 M byteiU 下にすると使用できるよ 
うになります。詳しくは、デジタルカメラの取扱説明書を参照してください。 

DCF 規格対応の携帯電話でも、撮影時の操作方法によっては DCF 規格とは異なるフォ j レター構成下に 
写真 データが 保存される場合があります。このよラな写真は本機では EP 刷することはでさません。 
撮影した画像が DCF 規格に準拠した形式でメモリー内に保存されるよラに操作してください。 
詳しくはご使用になる携帯電話の取扱説明書をご覧ください。 



巧刷でさる写真デ—夕について 
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MEMO 


第 s 章 

文きの入力 



文をキーのほいかた 


1つのキーには複数の文字が書かれています。 

暖詞区 ) を巧して、どの文きを入れるのかを選びます。 


ひらだな\ 
カタカナ I 


^臓:文字講1(御翁 
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れ 


m 


キーのち下に書かれたアルファベットや 
記号が入ります 



文字入力の前に巧つておいていただをたいこと 

文字の入れかたの要点を簡単に紹介します。詳しい操作を知りたいときは、参照ページをご覧くださ 
い。 


M 宛名作成画面 (►► 62ページ） 夕章編集画面 (►► 121ページ) 


U a- おお:姓 (1/1 日)- 


U テ巧卜雖書:文字標準(則が4析)- 

巧陪ド *1 制〒1向晒1逆ぉ朽1 


m M M M J 


文字を入れる画面は ••• 


かな入力 

ゴシック 

ひ5びな 

はびさ义面 


かな入力 

ひ5びな 

揉堯名 


文字入力の前に知つておいていただをたいこと 


- 7 

が 

T —I 

- T 

則 

啊 

標 

字 

或 

量 

0 

& 


A 


かな入力 


英大文字 


はびさ文面 


き^ 

+ミン 


かな入力 

ゴシック 

ひ5びな 

はびさ义面 


























































画面下部の「11」は、選択されている機能、入力できる 
文字の種類、入カモードなどを示します。 



漢字入力 

「菊」を入れます 

r 讚驚 I を何回か巧して、 r ひ5びな入力」に 
する。 

「「ひらびな入力」に設定しました！」と表示されます。 
画面下の「ひらびな」に「豪」び合います。 

▼ 

回应 lie 実巧谁ゎ）1 


fir 離書:文字顯御翁 


アルフアベット入力 

「 Sun 」 を入れます 

— ▼ 

run を巧!回か巧して、 r 英大文字入力」に 
する。 

「「英た文ち入力」に設定しました！」と表示されまず: 
画面下の r 英大文字」に「•」び合います。 

▼ _ 

〔■ S ||小文すい u]i 小文す If と n 1 


ぷ51■:文字標準(御備- 


ひらがな入力 

「きく」を入れます 

。。 ▼ 

dif ) を何回か巧して、「ひ5びな入力」に 
する。 

「「ひらびな入力」に設定しました！」と表示されます。 
画面下の「ひらびな」に「寒」び合います。 

▼ 

〔き)|[< 〇|[実か進が) 


-テキを離書:文字標準け巧14析)- 

きく ■. 


カタカナ入力 

「キク」を入れます 

1蘇驚1を何回か巧して、 r カタカナ入力」に 
する。 

「「カタカナ入力」に設定しました！」と表示されます C 
画面下の「カタカナ」に「寒」び合います。 

▼ 

[き )] 〔く。） 


書:巧講1(倘備- 


入力ずる文字の種類の切り替えかた (►► 38ページ〜50ページ) 


文字入力の前に知つておいていたださたいこと 


かな入力 

ゴシック 

カタカナ 

はびさ文面 


かな入力 

ゴシック 

ひ5びな 

はびさ义面 


- 7 

が 

T —I 

- T 

則 

啊 

標 

字 

或 

量 

雖 

$ 


かな入力 


ひ5びな 


揉委面 


—かな入力 

•ゴシック 

—英大文字 

•はびき文面 


—かな入力 

—ゴシック 

—ひ5びな 

—はびさ文面 


•数字を入れるときは、数字キーを押します。数字は、どの状態でも入れることができます。 
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ひらがな-カタカナの入れかたを説明します。 

一）と(3っ(八イフン)を間違えないように、注意してください。 


m さく！5 

1 (HD を何回か巧して、 r ひ5びな入力」にす 
る。 

「「ひらがな入れ J に設定しました！」と表反が!ます。 
画面下の「ひらびな」に「<」び合います。 


2 巨司と巧します。 

□ーマ字入力のとさは、 

「■ si 防 aII け kIP 引 I む r1 た a1 と巧します。 
「文きの入力方法（入カモード）を切り替える」 


■をカーソルといいます。文字び入る位置を示 
します。 


□-マ字入力のときは、「かな入力」に「<」か表示 
されません。 


I 実打 (をむ） ] を巧します。 


-テ^キ;!離書:文字標準け巧14析)- 


ひ S がな • カタカナを入れる 


U テキ补雖書:文字標準(則が4析)- 

] ►► 14 目ぺージ 


-ず!卜1書:文字標準け巧 I 4 析)- 




m m m m 

揉 9 な 

m n m n 


キーを巧し間違えてしまつた S … 

•文字を間違えていた!5•••己]ページ「間違えた文字を直す」 

•文字が抜けていた5…已2ページ「文字の®けているところに文字を追加する」 

•文字を消したいときは…已]ページ「間違えた文字を消す」 

画面に同じ文ぎがい < つち表示されたとまは 

キーを長く押し続けていると、その文字び連続して表示されます。そのとさはを押します。文字び 
画面から消えます。 

キーは、ポンッと軽くたたくよラに、押してください。 

[ M ] を押して消すことびでさるのは、文字に下線びついているとさだけです。 

数字キーを押し続けたとさや、文字を確定したあとは、消したい部分にカーソルを合わせて 
I 削 P ま I を巧しまず。 


ひ6びなを入れる 


かな入力 


はびさ文面 


け入力 


コびな 


さ文面 



ひらがな•カタカナを入れる 


かな入力 

ゴシック 

ひ5びな 

はびさ文面 
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カタカナを入れる 


□-マき入力のときは、「かな入力」に「<」び表示 
されません。 


r ぱ J や r や J などを入れる 


キーの上に EP 刷されていない文字を入力するとさは、このページの表を見て入力してください。 
□ーマ字入力のとさの文字の入れかたは、165ページの r □ーマ字入力対応表」をご参照ください。 


文字の 例 

呼び名 

かな入力のとを 

□ー マ字入力のとを 

は 

清音 

いま FAxI 

1て HI 庐 a | 

ば 

濁音 

I は fax ! 「■ si 

r の b 1 r れ a 1 

ぱ 

半濁音 

1 は fax ] kxl 

画因 

や 

物音 

國回 

松 yIR ^ aI 

二） 

促音 

1小文ぎ11^ Ui 

の因圆 

〇 

句点 

口 

口 

、 

日冗点 

口 

口 


ル文きや「々」い''」、「ゐ」「磊 J などの旧仮名遣いの文きなどは、应 iJ を押して「入れにくいき」を選択し、 
そこから入れることびでさます（►►49ページ）。 




Iさ、;||く〇1「5日1 と巧しまず。 

□-マき入力のときは、 

l■、、s1たAlにKhっ引lむ r 1 た a 1 と押します。 

カタカナはキーを押したと同時にその文字に確 
定されます。 


サ與 I ■:文字標準(目巧曝 


侧サクラ 


陪努Iを何回か巧して、「カタカナ入力」にす 
る。 

「「カタカナ入力」に設定しました！」と表示されます。 
画面下の「カタカナ」に「寒」び合います。 


かな入力 


ゴシック 


カタカナ 


はびさ文面 


- 7 

4 

T —I 

- T 

0 

啊 

標 

字 

或 

去日 

0 

掛 


かな入力 


カタカナ 


はびさ文面 



ひらがな•カタカナを入れる 
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I 実行 惟む） 〕を巧します。 

「今日」び確定されます。 

「いさます」という言葉び残ったと認識したた 
め、「生きます」に変換されました。 


テキ^^^字標準けか4析)- 


今刖 


] つ目の文節び目的の漢字に正しく変換されて 
いるとさは、 I >1 を押して正しく変換されて 
し佩い文節に反転を移動してください。最後の 
文節まで目的の漢字に正しく変換されていると 
さは、 r > I を押して最後の文節に反転を移動 
して〔実か進が1を押してください。漢字び確定 


2 1) を 押します。 

「きょうい」と r きます」という2つの言葉と 
認識したため、「驚異」と変換されます。 

「驚異」び反転します。 


漢字を入れる 

漢字を入れるには、まずその漢字の r 読み」をひらがなで入れます。例えば、「花」は r はな」と入れま 
す。ひらがなから漢字に変えることを r 変換」といいます。使いたい漢字が表示されたら 、 r 黃が進む） 1 を 
押して、ほかの漢字に変わらないよラに確定します。 

目的の漢字に変換でさないとさは、一文字ずつ漢字を入力します。 
r 目的の漢字に変換されないとき」►>43〜47ぺージ 


漢字を入れる 


m 今日行きまず 

1「きょういきます」とひ5がなで入れます。 3 dBQj と巧します。 

- 「きょうい」を「きょう」という言葉に区切るため 

I き？？ Sf 麵 P . 贿峭門 です。 

とふ夕••と • も . 「きよう」び「今日」に変換されました。 


字標準けか4析)- 


かな入力 

ゴシック 

ひ5びな 

はびき文面 


—かな入力 

—ゴシック 

—ひ5びな 

—矮委面 



—かな入力 

—ゴシック 

—ひ5びな 

—揉委面 



漢字を入れる 
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します。 


























































4 「講演」になった5、 厂実か絹 1 を巧します。 

「講演」び確定されます。 


2 1) を押します。 

「こラえん」に合った漢字の候補び表示されま 

す。 


同じ読みのある漢字個音異義語)を選ぶ 


複数の漢字が当てはまる「読み」（同音異義語)を選ぶ方法を説明します。 


m 講演 


にうえん」とひ5がなで入れます。 


-テ朽卜雖量:文字標準け巧 I 2 * 4 析)- 

:っミん〇 . 


g を何回か巧して、「講演」にします。 


回 

(変換1 


を押すたびに、「こうえん」に合った漢字び 


次々と表 TJX されます。 


5 を何回か巧して、 r 行きます」にします。 


r 行をます」になった5、11 実行 (進む） 〕を巧しま 
す。 


當を押すたびに、いきます」の候補び次々に表 
示されます。 


「行きます」び確定されます。 




ぶ J 


テ妻 Sf 標準 (則が 析)- 


学習機能について 

「こラえん」という読みを「講演」で確定したとします。次回「こラえん」といラ読みで変換すると、「講演」び 
一番はじめに表示されます。これは、前回使った漢字を本機び覚えているためです。 

このよラに、前回使った漢字を最初に表示することを学習機能といいます。 


- 7 
4 

T —I 

- T 

0 

啊 

標 

字 

或 

去日 
0 

お漏 


かな入力 


ひ5びな 


はびさ义面 


漢字を入れる 


•かな入力 

•ゴシック 

—ひ5びな 

—はびさ文面 


•かな入力 

•ゴシック 

•ひ5びな 

•はがき文面 


•かな入力 

•ゴシック 

•ひ5びな 

•はびき文面 
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ひ s がなを漢字にするルール 

「よみ」を入れる 漢字に変える 


こうえん 


回 

f 恐奥 J 


I 実行(ちむ） 


確定する 


後援 


© ⑤严 


回 

I 変換 I 

ん 

— 公園、 


しつスん 


□演 


さらにを押すと、「こラえん」に当てはまるほ 
かの候補び表示されます。 S を押すと、前に表 
示されていた候補の文字び表示されます。 


コウエン 

広遠 

( 

1 

高遠 

講演 

ノ 

\ 

好演 

/ 

公演 


•後援， 


変換中に文字を聞違えた S … 

変換中に文字の間違いに気びついたら、1攫1；〇を押してくださし、 


願 

1取消し1 

1煩る) J 

斗 

巧い 

1取消し1 

1 (戻る） J 

斗 

■ 


変換前の「よみ」の状態に戻る 入力した「よみ」が消える 

文字を訂正することびでさます はじめから、入力し直すことびで 

さます 


思いどお D の漢字に変換されないのはなぜ？ 

次のよラなことび考えられます。 

-「週（しゆう）」を「しゆう」と入力している 
-「図（ず）」を「づ」と入力している 

かなで入れた文章を漢字に変換するとをのポイント 

麵栄町 

① r さかえちよう」とひ5がなで入れます。 

さかえちよう 画 • 

② 畳 を巧します。 

国町 . 

③ 最後の文節まで目的の漢字に正しく変換されたときは 、I >1を巧して最後の文節に反転を移動して< 
ださい。 

ここでは bJ を ] 回押します。 

を函 . 

@ 「実か進が1 を押して漢字を確定します。 

栄町 ■. 




漢字を入れる 


42 





















I 単 I 美き I を巧します。 

「あつ」に合った漢字びいくつか表示されます。 



編懸幌 11 を宽幹輯 


9 @を何回か巧します。 

何回押しても、「敦」に変換されません。 


手順3から团と同様の操作をして目的の漢 
ぞ僱)を選び、〔 実行谁む） 〕を巧します。 


龍:巧;標準(御端- 


目的の漢字に変換されないとを①(単漢字密換) 


むずかしい漢字や珍しい固有名詞などは、回を押しても正しく変換されません。このような場合、 
1文字ずつ目的の漢字に変換します。 ® 

m 敦廈(あつひろ） 


r あつひろ」をひ5がなで入れます。 


のの I < || >~1 を何回か押して、目的の漢 
字を選び、 G 実行惟む） 〕を巧します。 

「敦」び確定されます。 


書:巧講1(御翁 


瞬!:類:文字標準(目巧曝. 


^書:巧講1(倘備 -I 


—かな入力 

—ゴシック 

—ひ5びな 

—はびさ文面 


—かな入力 

—ゴシック 

—ひ5びな 

* はび委面 


かな入力 


ゴシック 


ひ5びな 


はび委面 


かな入力 


ひ5びな 


はびさ文面 



目的の漢字に変換されないとさ①(単漢字変換) 
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目的の漢字に変巧されないとま ( D ( 漢字面書) 


漢字の読みや、画数などから漢字を呼び出すことがでさます。 

漢字の呼び出しかたは、4種類あります。 

-「読み」 読みから該当する漢字を呼び出します。 

-「総画数」 総画数から該当する漢字を呼び出します。 

-「部首」 部首から該当する漢字を呼び出します。 

-「区点コード」漢字の一覧表から入力したい文字を見つける (J に区点コード)。 

漢字辞書機能は文字が入力できる画面および文面、宛名 (r 読别および r 郵便番号」入力時を除く）の各 
入力画面から入ることがでさます。ただし、文字が未確定のとさや、漢字に変換している途中では漢 
字辞書は使えません。 


読みか5巧び出ず 


m r 挙」という漢字を呼び出ず 

1入力したい位置に カーソルを 合わせて、 
[10^ を巧します。 

2区)囚回回で「読み」を選び、〔 実行 惟む ）I 
を巧します。 


-請每糕索- 


1；^請柄人わしてく掉い 


Q 「あげる」と入れて、〔 実行 (進む） 〕を巧します。 
W 「あげる」と読む漢字の一覧び表示されます。 

データに続さびあるとさはじを押すと続さ 
を見ることびできます。 

-最大7文字まで入力でさます。 



囚回[习回を押して圏こし、〔 実行 (進む） I 
を押します。 

「挙」という漢字についての詳細び表示されま 
す。 


I 実行 惟わ） 〕を巧します。 

階」という漢字び入ります。 




目的の漢字に変換されないとさ②(漢字辞書) 
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総画数か 6 巧び出ず 


例 I r 挙」という漢字を呼び出ず 


入力したい位置にカーソルを合わせて、 


け基 I jgi ま階}甲します。 


( a )| v £< 1L2J で r 総画数」を選び、 

〔実行雄が I を巧します。 



囚囚回回を押して圏こし、!: 実巧饱ゎ ） i 
を押します。 

「挙」といラ漢字についての詳細び表示されま 
す。 


「 実行(進む) 临 巧します。 
階」という漢字び人ります。 


M uoj と入れて、 r 実か進が I を押します。 

R ] またはで画数を指定することちでさま 
す。 

1日画の漢字の一覧び表示されます。 


!画觀：1日 


11111111111 


:周;桌攫;固: j 罰歸議話|量蠢易||'轟量盧 



目的の漢字に変換されないとさ②(漢字辞書) 
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囚回回回で r 部首」を選び、 [ 実行(進む） 
を巧します。 


r 挙」の部首の「手」は4画なので应] 〇と巧 
し、 厂実か進が I を巧しまず。 

4画の部首の一覧び表示されます。 

I <1または r > 1で部首の画数を指定することち 
でさます。 


囚回[习回娜して圏こし、!: 実行惟む ）I 
を巧します。 

「挙」とい5漢字についての詳細び表示されま 
す。 


「実か進が 1 を押しまず。 

階」という漢字び入ります。 


部首びわかりにくい漢字については本来の部首 
外でち呼び出せるちのびあります。 

(例：「岩」は「山」でち「石」でち呼び出せます。） 


部首の候補び他にもあるときはじ)じ J を押すと 
続きを見ることびできます。 


部首か6巧び出ず 


m r 挙」という漢字を呼び出ず 

のの ロロ を巧して国にし 、 I 実な(進む ） I 
を押します。 

「手」び部首の漢字の一覧び表示されます。 



入力したい位置にカーソルを合わせて、 


I 為 fcI jgi す I を}甲します。 


部首醒-部首画 IT 

^部ち画颖さ人わしてく掉い 


纏; 


犀: 

盛 


i 

麵 


も:を嬰口. 
:ホ:不 

械丰 


目的の漢字に変換されないとさ②(漢字辞書) 


月茲 
日化 

貝 

柔 

ち水 
斤3 
>斗氏」 

のま世王 

画手奚 

li を牛 


V 


i 
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漢字の一覧表か 6 入力したい义きを見つける ( J 旧区点コード） 


ワープ□やパソコンなどのコンピューター機器は、漢字を番号で管理しています。番号は r 囚と「点」 
に分かれていて、漢字1つに巧して4つの数字が割り当てられています。コード番号は J に規格で定め 
られており、これを JIS 区点コードといいます。 


侧 r 挙」という漢字を呼び出ず 


1入力したい位置に カーソルを 合わせて、 
I ' で茲| |堂建き階}甲します。 

2 (3(3广。[3 で「区点コ—ド」を選び、 

こ 実行 Gi が I を巧します。 


?^^区点 ] ィさ入力してく掉ぃ 


「李」の区点コードは「21 S 3」なので 
の m ののと巧し 、 r 実か進が ] を巧しま 
す。 

「挙」とい5漢字についての詳細び表示されま 
す。 

「内蔵漢字一覧」 

►► ] 68ページ 


I 実行 惟む） 〕を巧します。 

階」という漢字び人ります。 


•読みでの検索は「音読み」、「訓読み」、「人名や地名などで使われる特別な読みかた」のいずれでち検索で 
さます。 

•フォントのデヴィンにより同じ漢字でも字の形び異なることびあります。 

•部首は代表的なものを採用しています。学説によっては別の部首とするものもあります。 

• JIS 外の漢字の区点コードは r -」と表示されます。 

• JIS 規格には収録されていても、多くの辞書で読みも意昧も不明として取り扱われている漢字は「音義未 
詳」と表示されます。 

•漢字辞書機能で呼び出した場合は、漢字の学習機能 （4] ページ）ははたらさません。 

•文字び入力されたとさは、そのとさのカーソル位置のサイズや色などに合わせて入力されます。 
•単位の名称を漢字で表すもの（米：メートル、弗：ドルなど）は訓読みに含め、ひらびなで表示しています。 


参漢字巧書詳細表巧について 

呼び出した漢字については、次のよラな詳細な情報が表示されます。 



人名や地名などで使われる 
特別な読みかた 


この画面では (3)lv] を押して、表示を切り替えることができます。 




目的の漢字に変換されないとさ②(漢字辞書) 
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m aki 


1[ M ] を何回か巧して、「英小文字入力」にす 
る。 

「劇惦 A *」 に言施しました！」と泰韦されます。 
画面下の「英小文字」に「<」び合います。 


2区!)區 DE 3 と巧します。 

アルフアベツトはキーを押したと同時にその文 
字に確定されます。 


アルフアベツトを入れる 

アルフアベツト入力の方法は、かな入力-□ーマ字入力どちらでち操作は同じです。 


アルフアベツトの大义字を入れる 


m AKI 

1 LM ] を何回か巧して、 r 英大文字入力」にす 2因因のと巧します。 

る。 アルフアベツトはキーを押したと同時にその文 

「「英た夕ま入力」に設定:しました！」と表示されます。 字に確定されます。 

画面下の r 英大文き」に「•」び合います。 - 


立巧卜橫書:文字標準 ( ll 巧 12 析)- 



大文字とか文字の入力を切り替えるには 

画面下部の「英大文字」に「麵」び表示されているとさに III 身を押すと、小文字び入力でさます。また、画 
面下部の「英小文字」に「<」と表示されているとさに [10 を押すと大文字び入力でさます。 

，（カンマ）.（ピリオド）を入れるには 

画面下部の懊大文き」または「英小文字」に「寒」び合っているときに、次のキーを押します。 

カンマ：ピリオド ： (klJ 


アルフアベツトのか文をを入れる 


け入力 


岁字 


委面 


かな入力 


ゴシック 


英ル文き 


- 7 

2 
T —I 

巧 

標 

字 

文 


おに 

- マ A 


かな入力 


ゴシック 


英大文字 


- 7 

計 

T —I 

巧 

標 

字 

或 

量 

橫 




かな入力 


英大文字 


はびさ文面 



アルファベットを入れる 
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ミ 


己号や入力しにくい文きほ、ヴなど)を入れる 


普通の文字のほかに、いろいろな記号を入れることがでをます。 


普通の文字のほかに、キーに EP 刷されているいろいろな記号を入れることがでさます。記号を入れる 
とさは、アルフアベットが入る状態にしてから入れます。 




す TEL 

キーに 印耐 


侧〒 


惊 、I 对甲して、 r 英大文字入力」または、 r 英 
ルで字入力」にする。 

画面下の「英大文字」または、「英ルタを」に「<」び 
合います。 

□ーマ字入力になっているとさは、この操作は 
行ラ必要はありません。 


2回を押します。 



干 r 離書:文字標準(日が附- 


片补雖書:文字標準(目巧14析)- 


キーに印刷をれている記号を入れる 




記号や入力しにくい文字(を、ヴなど)を入れる 


かな入力 


英大又字 


はびさ文面 


かな入力 


ゴシック 


英大文字 


はびさ文面 
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2 囚回区]に]で「_般」を選び、 

I 実か進が n を巧します。 



I 実行 惟む） 〕を巧します。 


キーに印刷をれていない記号や入力しにくい文字(を、ヴなど)を入れる 


記号は、 8 つのグループに分かれています。 162 ページの r 記号一覧」を見ながら、使いたい記号が 
どのグループに入っているかを確かめてください。 



m ★(グループ：一般） 


din を巧します。 


Riyir < II >1 を何回か押して「*」を探し 
ます。 


补雖書:文字標準け巧14析)- 
. 


-兰占号- 

^^^! 幽 

人接くぃ字群ミ外漢字 


单位•略 

キリ巧•□巧 


—かな入力 

—ゴシック 

—ひ5びな 

—はびき文面 




記号や入力しにくい文字(る、ヴなど)を入れる 
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2 回司を巧します。 

「さ」び削除され、「こ」びつま0ます。 


文字を1文字ずつ消すとさの方法を説明します。 

例 I 「ひっここし」の r こ」を消して r ひっこし」に直ず 


を何回か巧して、消したい文字に 
カーソルを合わせます。 


I 削除1をがします。 

「ひっこし」になります。続けて文字を入れると 
さは、文章の終わりまでカーソルを移動させま 
す。 


文字を間違えたとまは 


文字を間違えて入れたとさの直しかたを説明します。 


文字を直すとさは、間違った文字を消してから、そのまま正しい文字を入れます。 

例^「ゆきこ」を r ゆうこ」に直ず 


LiJL 2 J を何回か押して、直す文字にカー 
ソルを合わせます。 


正しい文字を入れ、〔 実行 (進む） 〕を押します。 
「う」び「こ」の前に入ります。 

すでに入っている文字を消さずに、新しい文字 
び追加されます。 


書:文字講1(御翁 


撰！■:文字標準(目巧曝 


-テキ补文字標準(目巧14析)- 
ひっこ 百し . 


^臓:文字標準(御翁 I 


間違えた文字を消す 


間違えた文字を直す 


かな入力 

ゴシック 

ひ5びな 

はびさ文面 


かな入力 

ゴシック 

ひ5びな 

はびさ义面 



文字を間違えたとさは 


—かな入力 

—ゴシック 

•ひ5びな 

—揉委面 


—かな入力 

—ゴシック 

—ひ5びな 

■はびさ文面 
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义字の巧けているところに义字を追加ずる 


例^「あた」を r あさた」にずる 



1 GDCZ ] を巧して、追加するところにカー 2 

ソルを合わせます。 


文字を入力して、 H 実行 饱む） 〕を押します。 

すでに入っている文字を消さずに、新しい文字 
び追加されます。 


轰 r 臓: 文字標準 (目巧 曝 


書:巧講1(倘備- 


かな入力 


ゴシック 


かな入力 


ゴシック 


ひ5びな 


接委面 



文字を間違えたとさは 
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自分で文きを作る(かき） 


尸や田などのように、本機にない文字や記号を自分で作ることができます。自分で作った文字を外 
字といいます。 

外字は已つまで本機の中に登録(記憶）しておくことができます。 

•か字はこうやつて作ります 

本機の文字•記号などはすべて点（ドット)の集まりです。点を]つ1つ塗りつぶしたり、消したりす 
ることにより、自由自在に文字を作ります。 



外字を作るち法として次の2つびあります。どんな外字を作るのかによつてち法を選びましよう。 

•はじめから自分で作る (新規作成） 

•••はじめから新しい文字を作るとさ。 

♦本機の中にある文字を利用して作る (参照作成） 

•••「--」やの」のように、既存の文字び利用できるときは、このち法び便利です。 


田 


文字にカーソルび合っていないが態で、 


rmli 記号に巧します。 


CZDbJ で、 r 作成」を選び 、 L 実行(進む） 〕を巧 
します。 

外字作成画面び表示されます。 

カーソル… 

点滅している「•」のことです。 
r ~ 乂ケール... 

現在カーソルびどこにあるのかを示します。 
カーソルの動さに合わせて動さます。 


外字作成画面 



はじめか6自分で作る(新規作が) 



自分で文字を作る(外字) 


^(4 

音肖连 

■^12 3 
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外字作成画面で外字を作成します。 


力ーソルを移動 
させるとさは 

区)网 1 く II > 1を押して力~ 

ソルを移動します。 

点を]つ塗りつ 
ぶすとさは 

カーソルを目的の位置まで移動 
し、 田 「黒(描く）」を押します。 

点を]つ消すと 
さは 

塗りつぶした点までカーソ J レを移 
動し、@「白（消す）」を押しま 
す。 

線を描くときは 

田 「黒(描く)卜团懼続」と押 
してから、カーソルを移動しま 
す。カーソルの移動に合わせて、 
線び描かれます。 

線を消すとさは 

回 「白(消す)卜团懼続」と押 
してから、 カーソルを 移動しま 
す。 カーソルの 移動に合わせて、 
線び消されます。 


5 GDCZI を巧して、作った外字を登録する 

、 J 場所を選びます。 

すでに外字び登録されてしぶ場所を選んで 
r 覚お進む） 1を押すと、上書きの確認メッ 
セージび 表示されます。 


I 実打(進む） 〕を押します。 

登録のメッセージび表示され元の画面に戻りま 
す。 


がきび完成した s、 r 黃が進が ] を押します。 



’外き作成画面で山「黒(描く）」または图「白（消す）」のどちらかび指定されているときは、色 jr 連続」 
を押すたびに連続入力を「する/しない」び切り替えられます。 

I 斜め方向に連続してドットを塗りつぶしたり消したりすることはできません。斜めち向に塗りつぶした 
り消したりするときは、]ドットずつ行ってください。 




自分で文字を作る(外字) 
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の M R 1 の で書化を選び、 1 実行進む1 
を巧します。 


GDCEI で「参照作成」を選び、〔！ 
を巧します。 





m 本機ので字 ri 」 を利用して、田を作る 

1文字を入力できる画面で、丘]を巧します。 


2 し^0」を巧して、「1」に力-ソルを合わ 
ムせます。 


[ ggfpi と J 甲します。 


と M 之] で「作成」を選び、「 実行(進む） 〕を押 
します。 


自分で作った义字を巧う 



曰 4 ぺージの手順图か 5 の操作を行し、、外字 
を作成し登録します。 


文字が入力できる画面で外字を入れたい位 
置に カーソルを 合わせます。 


け茲 l|ja 号 I と}甲します。 


ClJUj で「呼出し」を選び、〔 実巧(進む ） I を 
巧します。 


「< ||〉1 で、呼び出す夕巧を選び、 

を巧します。 

呼び出した外字を削除するとさは、通常の文字 
と同じ方法で消します。 

「間違えた文字を消す」 

►► 51 ぺージ 


-外字呼出し- 

? 3 

す外字さ撰析して■(掉い 


□ 2 3 

獅聊もすタト字さ撰析 


本機にある义字を利用して作る(参照作巧) 


自分で文字を作る(外字) 


6 


- 7 

4 

T —I 

- T 

0 

啊 

標 

字 

或 

去日 

0 

掛 


かな入力 


ひらびな 


揉委面 
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自分で作つた义字を修正ずる 


例 I ス^^ 

1 文字び入力でをる画面で[|異 Ifi 量!と巧し 
ます。 


2 GDCEI で「修正」を選び、〔 実行 谁わ） 〕を巧 

します。 


自分で作った义字を削除ずる 


外字を文章の中に入れて いたと さに、その登録した外字を削除すると、文章の中の外字は空白で EP 刷 
されます。 


1 文字び入力できる画面でと巧し 3 IZ]QJで、削除する外字を選び、L^^H£LJ 
ます。 を巧します。 


2 のの で「削除」を選び、 I 実'か進む) I を押 4 * 実'か進む) I を巧しまず。 
します。 


-外字削腺- 

2 3 

字さ削臨しま利？ 



B r -外字修正 

2 3 

字さ修正 U 利？ 


で、修正するが字を選び、 [ 実行 饱わ） 
を巧します。 


A 曰 4 ぺージの手順团か 5 の操作を行し、、外字 
を修正し、登録します。 



自分で文字を作る(外字) 
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区)区)で「フォント」を選びます。 


テキスト入力画面に入ると指定した書体の名称 
に「<」び表示されます(印刷すると指定した書体 
で印刷されます)。 

毛筆流麗体は他のフオントに比べて文字び 
ルさくデヴインされています。文面のテキ 
ストに利用する場合はごを意ください。 


文字を修飾ずる 

本機は、文面の r 見出し」 (►►] 18ぺージ)と r テキスト」 (► MSI ぺージ)で書体(フォント)や文字の 
形を指定したり、色を変えることがでさます。 


义きの書巧ををえる(フォント） 


文字を入力でさる画面になっていることを確認してください。 

ああ あち 


ゴシック 


丸ゴシック 


毛筆流麗 


テキスト入力画面で文字を入れてか5、 

[ 実か進が〕を巧します。 





〔^121)で、書体を選び、1^^212^を巧し 

ます。 


-麵 if わせ作が- 


□田 

圆 


わ7が、 見出し A 

— 飘 


※「外字」（已3ページ）で作成した文字に、書体を指定することはできません。 




文字を修飾する 
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文面の r 見出し」と「テキスト」で文字を入力でさる画面になっていることを確認してください。 
•指定でさる色 

黒ホ緑青桃色空色灰色 


テキスト入力画面で文字を入れてか5、 

I 実か 道む） 〕を押します。 


「< II >1 で色を選び、 [ 実行 (進む） 〕を巧しま 
す。 


囚回で r 文字色」を選びます。 



义字の色ををえる(义字ち) 



文字を修飾する 
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文面の r 見出し」と「テキスト」で文字を入力でさる画面になっていることを確認してください。 

あ藻）藏あみ 


標準 


白抜さ 


影付 


立体 


太文字 


テキスト入力画面で文字を入れてか5、 

I 実打(進む） 〕を巧します。 


ClJ L 2] で文字のおを選び、 H 実行(おむ ）I を 
巧します。 


囚囚では字体」を選びます。 



• 文字体を指定した文字を標準の文字に戻すとさは、手順回で「標準」を選びます。 

-「テキスト」に文字体を指定すると、文字によってはされいに印刷されないことびあります。はがさなど 
に印刷する前に、必ず試し印刷を行って、仕上びりを確認してください。 

※「毛筆流麗体」（己7ページ）と「外字」（己3ページ)で作成した文字に、文字体を指定することはできません。 


文字のおををえる(义字体) 



文字を修飾する 


体 

夕 

を-八圏 

S 里 藤 


ンち！： 
王ま子 
7文文 



7文文 
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文字を大きくして巧認ずる(お大表示） 

文字入力画面で、入力している文字を大さく表示します。画数の多い漢字の細かい部分なども確認す 
ることがでをます。漢字辞書や単漢字変換の漢字候補中に使ラと便利です。 

1 囚囚回回で確認したい文字に力- 2 画を巧します。 

ソ J レを合ねせます。 手順 1 で選んだ文字び破:大されます。 



このときじ jiyj を押すと、表示フォントを変え 
て確認することびでさます。 

表示フォントは「毛筆流麗体」「ゴシック体」「丸ゴ 
シック体」「明朝体」の4種類です。 

元の画面に戻るには、 r 実行(進む）1 、または iM ] 
を押します。 

♦ 次の文字は文字入力画面で拡大表示で 
さません。 

-確定されていない文字 
-改行 マーク 
-漢字辞書機能の部首 
•外字 

♦ 宛名•差出人データ、文面テキスト入力 
中、ユーヴー辞書データの追加 • 修正中 
は拡大表示び8日ドットになります。 
宛名表示、宛名内容表示、差出人内容表 
示、宛名該当データ（検索時）、宛名該当 
データ内容表示（検索時）中は拡大表示 
び24ドットになります。 

♦ 文字入力画面で扳:大表示中にフォントを 
変えても、文字入力画面でのフォントは 
変わりません。 



文字を大さくして確認する(拡大表示) 
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